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柳本 裕

「IT業界働き方改革の実践に向けて」
企業向けセミナー

～我社の働き方改革への取組み～
事例紹介
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ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰを駆使し、社会の価値を創造する

１．会社概要

企業理念

SI・Solution・ｸﾗｳﾄﾞ

BPO・電子化Solution

社会福祉 R&D

会社名 株式会社ワイ・シー・シー

本社 山梨県甲府市飯田

東京支社 東京都八王子市明神町

汐留ｵﾌｨｽ 東京都港区新橋

設立 1966年5月

代表者 代表取締役社長
長坂 正彦

従業員数 200名（グループ全体）

（ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社）



Copyright 2019 YCC LIMITEDYCC CONFIDENTIAL
3

創立５０周年（2016） <YCCビジネスセンター竣工>

最新鋭のデータセンターを網羅し、新ビジネスセンター機能を拡充

①ｿﾌﾄｳｪｱ開発拠点 ②BPOｻｰﾋﾞｽ ③クラウド（ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ） ④人材開発ｾﾝﾀｰ

■グリーン環境・開放感のある空間設計
■ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ・ｾｷｭﾘﾃｨｽﾍﾟｰｽの工夫
■6段階のセキュリティ機能強化

<ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ Gateway>

■ストレスのない 人と融合したDC

■国内最先端DC ⇔ B-idc機能
■全国災害連携ｺﾝｿｰｼｱﾑ参画
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２．働き方改革のきっかけ

企業を取り巻く環境変化 ・・外部環境

■懸念材料
●少子化人口減少社会到来、労働人口の縮減、多国籍化の必然性
●労働法制、共生社会の権利と義務の認識変化
●企業リスク対策重視
→自己防衛（労働災害、個人情報漏洩、サイバーリスク、…）
→労務管理、人事管理のリスク対策、変化する法律、運用規定

■時代潮流に乗る
●グローバルな人材活躍社会、柔軟性ある労働市場への流れ
●共生社会、多様性社会への流れ
●健康経営、SDGs 持続可能な開発目標の流れ
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２．働き方改革のきっかけ

社内の就業環境への懸念 ・・内部環境

■長時間労働の顕在化
・一部社員の健康障害の発症

■採用活動の鈍化、離職者の増加
・若者、学生の首都圏志向強まる
（若い女性の県外転出率全国トップクラス）

・２０代後半～３０代の離職者
➡ 新規採用 ＋ 離職者 ＝ 全社員数では微増

■会社帰属意識の低下
・山梨県外への出張（月～金）業務に伴う会社への帰属意識の低下
➡山梨に就職したが、県外プロジェクトへの参画？
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２．働き方改革のきっかけ

時間外労働時間、休暇取得率

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

時間外労働
（月平均）

３９ｈ ３７ｈ ２４ｈ ２８ｈ

休暇取得率 ４０％ ４１％ ３９％ ４１％
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２．働き方改革のきっかけ

弊社トップの対外活動・経験から ・・強い危機感

■甲府商工会議所の活動

■山梨県労働委員会の活動

■教育委員長の経験

■JISA理事の活動（働き方改革委員会委員）
・
・
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２．働き方改革のきっかけ

トップの活動経験からの
危機感

社内就業環境への懸念

企業を取り巻く環境変化

トップからの特命

働き方改革へ
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２．働き方改革のきっかけ
■「JISA働き方改革宣言」への賛同意思表明 2017年度末

私たちは、「JISA 働き方改革宣言」における下記の宣言内容に賛同し、取引先等と協
力して働き方改革のムーブメントを起こし、目標に向けて大きな一歩を踏み出します。
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３．活動の経緯と内容

2018年度 ４月～9月 検討スタート

■社内ＷＧ発足と本格的活動開始

・4月～「働き方改革推進」への社内WG発足
→YCC版「働き方改革への施策」の検討開始

・（5月～9月）
→働き方への取組み事例の情報収集・整理より始める
→ＪＩＳＡの「働き方改革施策事例集」を参考に社内で分類分け

A：すぐにできそう、すぐに実施するべき
B：時間をかければできそう、実施すべき
C：するためには大きな課題あり
D：する必要ない

優先順位をつけて、具体的な活動施策を検討した
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３．活動の経緯と内容

ＪＩＳＡ施策（参考） WG内まとめ

フェー
ズ

施策 ＹＣＣ版施策（案） 施行時期
運用対
応

社内規
定

費用

第１フェーズ：健康経営の実現

労働時間の短縮

1実労働時間を的確に把握する。 A

就業規則にあるため、再度運用の徹底周知。
毎日就業後、日報入力するルール再徹底。毎日の日報入力と合わせて、
翌日にリーダ以上の上長での内容確認（必要に応じての業務内容確認）の
徹底周知も。

・即日 ○ 済 △

2
ノー残業デーの設定や早帰りの推奨
を行う。

A

就業規則に組み込むのも必要（→なし）
基本は水曜日定時退社とし、出来なければ事前に週初めに上長と代替日
を1週間以内の期間で設定する。

・2018年10月～ 済

3法令遵守に取り組む。 A

３６協定への周知と制限のルールが必要。
改めて３６協定をコーポレート本部より社員へ説明する。
また、特別条項（時間外４５～８０時間）までの対象社員は２ケ月連続運用
は認めない。

・2018年10月～ ○ △

4
残業時間管理を通じて業務課題を把
握する。

A
また、（時間外４５～８０時間/月、４回超えた社員の上長は、原因と対策の
レポートを役員へ提出する。（経営会議にて報告）

・2018年10月～ ○

～ ～ ～ ～

休暇取得の促進

1有給休暇の計画的取得を促進する。 A

現状の社内休暇取得率（昨年度）調査後、段階的に取得率目標を立て、最
終的に90%にする。（３ケ年で目標を立てる）
・２０１８年度目標取得率：XX％以上
・２０１９年度目標取得率：XX％以上
・２０２０年度目標取得率：90％以上

・2018年10月～ ○

2有給休暇の取得推奨日を設定する。 B

3連続休暇の取得を推奨する。 A

年１回以上、５連続休暇を制度化する。（夏季休暇以外に、通常の有給休
暇より）
連続休暇が取得可能になる様に業務調整が可能な体制も合わせて整備す
る。
（例えば、属人化→チーム制へ等）
ただし、取得に向けて最低１ヶ月前に事前調整をすること。

・2019年4月～ △ △

働き方改革への社内施策（案） 一部
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３．活動の経緯と内容

2018年度 ９月～2月 進め方見直し

■JＩＳＡよりコンサル支援の打診（9月）
→厚労省委託事業「ＩＴ業界の働き方改革サポート事業」
→社内協議後、9月までの検討を一旦中断し、支援を受けることに決定

■コンサル支援（10月～2月）
→「社内労働時間等のデータ」をコンサル会社へ提供
→「事前アセスメント調査」と「社員個別ヒアリング」

➡「課題」とその「要因」の分析

➡「改善施策案」の提案と説明を頂いた
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コンサル支援：検討のアプローチ

改善計画の策定に向けて、「Step1:データ分析によるボトルネック特定」、「Step2:現場ヒアリングによる実
態の把握」、「Step3:優先度を加味した施策のロードマップ化」の3段階で検討。

Step１

過去の労働時間等データの分析による
長時間労働のボトルネックの特定

Step2

現場管理職/担当者ヒアリングにて課題
の要因や施策の実施可能性等の実態

を把握

Step3

課題と取組を紐づけ優先度に応じて
ロードマップとして明確化

実
施
内
容

事前アセスメント

• 社員別、プロジェクト別の労働時間・
有休取得日数のデータを受領・分析し
長時間労働の所在を把握

• アンケート調査票の回答より長時間労
働是正のための施策の積極度を把握

第1回訪問

• 事前アセスメントにおいて抽出した特
徴的なデータ等に関してマネジメント
層より課題意識を確認し、ボトルネッ
クとなっている課題・要因の仮説を設
定する

第2回訪問

• Step1で確認したマネジメント層の課
題意識を基に、関連する現場管理職/
担当者から 現場での実態を踏まえ
て要因を深掘りする

• 現場管理職/担当者において改善に
向けて 実施したい施策や実態に即し
て実施可能な施策について意見をい
ただく

第3回訪問

• Step2で確認した課題の要因に対して
有効な施策を紐づけし、施策の優先
度や制約条件などを確認する

• 上記施策の優先度等を考慮した上
で、改善目標やスケジュール、施策の
進め方などを 改善計画として取り
纏める
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コンサル支援： Step3 施策の進め方(案)

•全社的に改めて労働時間管
理、有給休暇促進の周知

•特定部門対象に施策を実施
－ノー残業デー
－若手社員面談の実施
－テレワークの実施 等

•社内規定等の見直し検討

左記の施策の内、特に効果の
高い施策等を順次全社的な施
策として展開
必要に応じて、社内規定等の
見直しを実施する

1年目 2年目 3年目

• いくつかの特定PJを対象に
PJに必要な業務知識・ITスキ
ルの棚卸を実施し、メンバー
の スキルマップを作成する

•不足しているスキルに対して
勉強会等により業務習熟を図
る

• まずは、繁忙期が明確で業務
知識が比較的不要な業務に
関して共有化・平準化を図る

※例えば総務部門における
5,12月の繁忙期をBS部門のメ
ンバーがサポートする等

施策 (案) 

２．

.業務知識・スキルの見える
化と習熟のための人材育
成

３．

業務の共有化・平準化

１．

健康経営の実現を目指した
労働時間管理や柔軟な働
き方に向けた環境整備

• PJ間のスキルマップで共通
化できるスキル、PJ独自の
スキルを明確化

•共通化したスキルに対して全
社的に研修等により習熟を
図る

• Bで作成したスキルマップを
基に人員が必要とする際の
スキルマッチングを図る

•全社的に人員の共有化する
際の運用ルールを整備

全社展開した取組の実施状況
を確認し、特に浸透が遅れて
いる部署等に対してフォロー
アップ
改善すべき内容があれば施策
の改善を図る

全社展開した取組の実施状況
を確認し、特に浸透が遅れて
いる部署等に対してフォロー
アップ
改善すべき内容があれば施策
の改善を図る

全社展開した取組の実施状況
を確認し、特に浸透が遅れて
いる部署等に対してフォロー
アップ
改善すべき内容があれば施策
の改善を図る

進め方イメージ

特定部門・PJでの
施策実施

施策の全社展開 施策の浸透・改善
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３．活動の経緯と内容

2018年度 ３月 まとめ

■コンサル支援を参考に社内整理、まとめ（3月）

→コンサル分析結果を踏まえ、
社内ＷＧで次年度以降の活動への協議と検討を行う

★YCC働き方改革「3ケ年推進ロードマップ」

★「2019年度 働き方改革実行施策」

の策定
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◆YCC働き方改革「3ケ年推進ロードマップ」

５

No.

タスク
担当

2019年度 2020年度 2021年度

大分類 中分類 小分類 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

3マイルストーン

4PMO
（BPR/ERP推進室、
WG）

体制整備 メンバー選定/WG発足 推進室

5 計画検討 目的 WG

6 KPI WG

7 実施担当者 WG

8 施策の詳細計画作成
各 担 当
者

9 WG 定例Mtg WG ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

10 モニタリング 四半期報告 WG

11 計画見直し WG

12 年次報告 WG

13JISA施策集からYCC版へ 1年目（すぐに出来そうな施策） 2年目（準備が整い次第出来る施策） 3年目（施策の浸透・改善）

14３つのテーマ 労働管理ルール等の全社周知 －

15□健康経営の実現に向けた
施策の検討と実施
2019年度施策（別紙参照）

－

16 環境整備 課題の抽出

17□スマートワークの実現 是正策・運用方法の検討

18□「ワクワク」の追求 是正策の再周知

19 次年度施策の検討 －

20 規定類の変更 －

21自社固有改善施策（コンサルからの改善施策） 1年目（特定部門・PJでの施策実施） 2年目（施策の全社展開） 3年目（施策の浸透・改善）

22

業務知識・スキルの見える化・習熟
対象PJの選定 －

23 スキルの棚卸し －

24 スキル習熟 －

25 全社スキルマップ作成 －

26 全社展開 －

27業務の共有化・平準化 対象PJの選定 －

28 人員調整ルールの作成 －

29 業務共有化・平準化 －

30 ルールの見直し －

31 全社展開 －

人事改革・人材育成

推進ＷＧ全体活動

JISA施策集からの
健康経営への施策

業務の平準化に向けた
スキルの見える化
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３．活動の経緯と内容

2019年度 ４月～ 施策実行開始

■会社の承認を受け、改善施策の説明会
→創立記念式典及び各部門会議にて説明と周知

■全社にて推進施策を実行開始 6月～

■5月中旬、ＪＩＳＡよりコンサル継続支援への打診
→社内協議後、継続支援を決定
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３．活動の経緯と内容

2019年度 6月～ 新たな検討

■自社固有の働き方への社員意識は？
（一般的な事例参照だけではなく・・・）
➡改めて社員意識の確認をしよう！

➡新たな改善施策もあるのでは？

■上記理由により、社内ＷＧ内を２つのグループに分け活動
・グループA）
→ＹＣＣ固有働き方の意識調査による新たな施策検討

・グループB）
→「２０１９年度 実施施策（健康経営）」のフォロー
→「作業の平準化のためのスキルの見える化」の推進活動
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３．活動の経緯と内容

グループA）の活動

■自社固有の働き方の意識調査による新たな施策検討

■意識（満足度）調査アンケート実施
・「制度・ルール」、「評価・育成」、「風紀・雰囲気・コミュニケーション」、
「ツール・整備・環境」、「働きがい」の5つの観点

➡「不満・やや不満」、「どちらでもない」、「満足・やや満足」 の
５段階評価とその理由

■社内とコンサル支援にて各々分析

■双方の分析結果（課題）から、新たな改善施策の検討
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コンサル支援：各設問の回答理由まとめ_施策分類整理

分類

人事制
度

働き方 • フレックス制度の導入
• テレワーク制度の導入

• 休暇の利用範囲拡大
• 出張(特に長期出張)制度改善
• 残業・休日出勤等の手当改善

評価 • 評価基準の明確化 • 評価が部署や上司によって評価
の目線を統一化

報酬 • 成果に応じた報酬体系への移行
• 報酬額の改善

育成 • 計画的・継続的な育成計画
• 階層別や技術以外の研修拡充
• 異動の希望制度導入

• 若手の育成体制・方法の整備

全般 • 周知頻度・方法の改善
• 就業上のルールの明確化

• 部署や管理職ごとに制度・ルー
ルの運用統一化

• 制度・ルール通りの運用を徹底

組織風
土

経営方針
ビジョン

• 経営方針・ビジョンの実現に向け
た具体的な指針等の発信・浸透

• 経営方針・ビジョンと運用の整合
• 休暇が取りやすい雰囲気の醸成

コミュニ
ケーション

• 組織内外のコミュニケーションを
促す場や仕組みの整備

雰囲気
風紀

• 挨拶など基本行動を浸透させる
ための各種メッセージ発信

• 社内に活気がない、モチベーショ
ンが低い

業務内
容

業務量 • スキルの見える化
• 作業の平準化・共通化

仕事内容 • 新たな技術や開発手法を活用し
た独自製品・サービスの開発

• 仕事の意義や価値を認識させる
ための情報発信・表彰など

就労環
境

設備 • 休憩スペースの設置 • 備品(ロッカー、デスク等)の改善
• モバイル端末、ＰＣ等機器改善

ツール • コミュニケーションツールの導入
• 暗号化ツールの導入

• PowerEggの機能追加・改善

職場環境 • 社外から社内環境へアクセス
• 分煙化
• 非喫煙者が休憩しやすい施策

• フリーデスクの廃止

制度・施策の整備 制度・施策の認知・理解 制度・施策の運用 制度・施策の見直し
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コンサル支援：回答理由まとめ_施策の特徴に応じた
優先度付け

難易度・実現性を
踏まえた

効果が出るまでの期間

短 長

ニーズや対象範囲を踏まえた
影響の大きさ

大

小

優先度①
すぐに実施する

優先度②
中長期の成果を目
指して取組を開始

優先度③
余裕があれば実施

優先度④
基本的には保留

ニーズの高まり等に応じて
優先度を上げる

制度導入などによりすぐに効果が出る
ex. フレックス・テレワーク制度

組織風土の醸成、人材育成等効果に時間を要する施策
ex. 経営方針・ビジョンの浸透、人材育成プラン

局所的だがすぐに効果がある施策
ex. 長期出張者への制度改善、手当の改善

組織への理解・浸透に時間を要する施策
ex. 成果に応じた報酬体系への移行
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３．活動の経緯と内容

グループB）の活動

■「作業の平準化のためのスキルの見える化」の継続活動
・スキル（共通、業務）のスキルマップ作成
・スキルマップを元にした作業アサイン、不足スキル習得の材料へ

■「２０１９年度 実施施策（健康経営）」の推進フォロー
・年度途中でのモニタリング実施、課題抽出、改善

全社員向け
実施推進状況アンケート調査

実施

特定部門でのスキルマップ完成
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2019年施策 各施策が上手く運用されない理由 (赤字・黄色網掛けは社員から意見) 改善策詳細 担当者 期日

①②
日報の入力・確認

•忙しくて入力/確認できない
•業務量が多い

•業務の共有化・平準化
•入力・確認の手間を減らす

•社外(出張先・常駐先)での入力が難しい
•社外での入力できるシステム整備
•社外用の代替手段の用意

•管理者が日報を確認していない
•確認の目的や意義の理解不足

•日報入力・確認の意義を再周知
•特に管理職の

•入力/確認方法が人によって異なる等明確化されていない
•入力方法・確認方法の運用ルール
を整備・再周知

•入力項目・量が多い
•頻度が多すぎる

•入力・確認の手間を減らす
•頻度を減らすよう運用ルール変更

•入力忘れ等正しく運用できない
•最初はやっていたがやらなくなった

•チェックの仕組みを厳格化
•ペナルティの導入

③
定時退社

•突発的な作業で難しい
•業務量が多い

•業務の共有化・平準化

•契約上定時退社が難しい
•客先の規定で定時退社が難しい

•定時退社を可能とするよう顧客へ
の説明・調整

•慢性的に人手が足りていない •チーム体制見直し、体制強化

•定時退社をする意図が不明 •定時退社の意義を明確化・発信

•残業代がなくなる •インセンティブ制度の導入

•チームのメンバーが帰らないと帰りづらい
•管理職からの呼びかけ
•運用・チェックの厳格化

•忙しくなって運用が形骸化
•定期的な周知・発信
•ペナルティの導入

コンサル支援：アンケート結果による改善の進め方(案) (1/2)

②担当者と期日を
定めて実施

①改善策の具体化
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2019年施策 各施策が上手く運用されない理由 (赤字・黄色網掛けは社員から意見) 改善策詳細 担当者 期日

④⑤
休暇制度の理解・活用

•忙しくて連続休暇は取得できない
•休暇の計画取得の徹底、そのため
の管理職による調整

•契約上連続休暇が難しい
•休暇取得を可能とするよう顧客へ
の説明・調整

•チームで業務の引継ぎ・共有ができていない
•チーム体制見直し、体制強化
•業務の共有化・平準化

•休暇を取る必要性を感じていない
•振替休日にする意義がわからない

•休暇制度の意義を明確化・発信

•どのように利用するか分からない
•説明資料が不足、周知が不足

•利用手順の再整理・発信
•利用手順のハンズオンでの説明

•休むと仕事に影響が出る
•チーム体制見直し、体制強化
•業務の共有化・平準化

•職場のメンバーに迷惑がかかる
•休暇が取りづらい職場の雰囲気

•管理職からの呼びかけ
•運用・チェックルールの厳格化

•承認プロセスが煩雑 •承認プロセスの簡略化

•振替休日の申請忘れ
•活用不足により定着していない

•管理職を通じた利用の働きかけ

⑥
WEB会議室の利用

•設備・機器・アカウントが不足しており円滑に会議ができない
•設備・機器の増強
•利用アカウントの追加

•Web会議の使い方がわからない
•使えることを知らない

•Web会議の使用方法の再周知
•利用方法のマニュアル共有

•対面の会議を重視する雰囲気
•Web会議の全社推奨
•管理職を通じた職場への働きかけ

•利用するための登録等が手間 •登録方法再周知・マニュアル共有

②担当者と期日を
定めて実施

コンサル支援：アンケート結果による改善の進め方(案) (2/2)

①改善策の具体化
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４．成果・課題

【成果】 全体的

■社員の意識変化
⇒社内の「働き方改革」へのムーブメントによる
一人ひとりの働き方への改めての意識変化が出てきた？

⇒社員からのボトムアップする風土づくり

■社員からの意見を反映した新たな制度
⇒時間休暇（1時間単位） 新設
⇒休日移動手当 新設
⇒テレワーク 試行開始（一部社員）

・
・
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４．成果・課題

【成果】 試行的な取組みの一例

■社員意識（満足度）アンケートより、

⇒「行動指針７ｹ条」の明示 ＞ありたい社員像

１．明るく元気よく、笑顔であいさつします。
２．時間と期限を守ります。
３．自ら考え行動します。
４．相手を思いやり、感謝の気持ちを伝えます。
５．失敗を恐れず常にチャレンジし続けます。
６．仕事に喜びを感じ、楽しむ心を持って取り組みます。
７．ＹＣＣの一員であることに誇りを持ちます。
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４．成果・課題

時間外労働時間、休暇取得率

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度
～12月

時間外労働
（月平均）

３９ｈ ３７ｈ ２４ｈ ２８ｈ ２４ｈ ２１ｈ

休暇取得率 ４０％ ４１％ ３９％ ４１％ ５０％ ５３％↑
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４．成果・課題

■働き方改善への考え方、改善施策の全社員への浸透

■推進チームメンバーの業務多忙による活動参加率の低下
➡予定スケジュールの遅延

思う様に進んでおりませんが、
「働き方改革」を手段として

「働きがい」のある会社に一歩づつ成長したい

【課題】
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５．今後の取組み

■前頁、「課題」の払拭 と
今年度（２０１９年度）活動の継続活動（残り２ケ月）

■今年度の振返り
⇒次年度（３ケ年ロードマップの２年目）の取組み検討

まだまだ、道半ばですが・・・
根気よく続けて参ります。

・・継続は力なり・・



Copyright 2019 YCC LIMITEDYCC CONFIDENTIAL
30

ご清聴ありがとうございました。


